
地区別事業概要

あばしりなんぶひがしだいに

事 業 名 水利施設等保全高度化事業 地区名 網走南部東第２

あばしりし

関係市町村 北海道網走市 事業主体 北海道

事業目的 本地区は、北海道網走市の東部に広がる農業地帯であり、小麦、てんさい、ばれ

いしょの畑作３品を中心に、やまのいも等を組み合わせた営農が展開されている。

地区内の農地は、これまでも排水改良を中心とした総合的な整備が行われてきた

が、土壌状況により未だ排水性の悪いほ場が存在しており、湿害等による収量の減

少、播種や防除・収穫の適期作業に支障をきたしている。

このため、本事業により区画整理、暗渠排水等を総合的に実施することで農業の

生産性の向上を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

789ha 75戸 2,791百万円 平成30～38年度

主要工事 区画整理 495ha、暗渠排水 274ha、客土 37ha

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,891百万円 2,273百万円 1.27 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：網走南部東第２地区土地改良事業計画概要書（北海道オホーツク総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

水利施設等保全高度化事業　網走南部東第２地区　



地区別事業概要

ちえぶん

事 業 名 水利施設等保全高度化事業 地区名 ちえぶん

なよろし

関係市町村 北海道名寄市 事業主体 北海道

事業目的 本地区は、北海道名寄市の北部に広がる農業地帯であり、小麦、ばれいしょのほ

か、かぼちゃ、スイートコーン等を組み合わせた営農が展開されている。

地区内の農地は、これまでも排水改良を中心とした総合的な整備が行われてきた

が、排水路の能力不足や土壌状況により未だ排水性の悪いほ場が存在しており、湿

害等による収量の減少、播種や防除・収穫の適期作業に支障をきたしている。

このため、本事業により区画整理等を総合的に実施することで農業の生産性の向

上を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

499ha 49戸 1,767百万円 平成30～37年度

主要工事 区画整理 411ha、用排水路 ２km

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,664百万円 1,644百万円 2.22 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：ちえぶん地区土地改良事業計画概要書（北海道上川総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

水利施設等保全高度化事業　ちえぶん地区　
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地区別事業概要

ひがしやま

事 業 名 水利施設等保全高度化事業 地区名 東山

ふらのし

関係市町村 北海道富良野市 事業主体 北海道

事業目的 本地区は、北海道富良野市の南東部に広がる農業地帯であり、小麦、てんさい、

ばれいしょの他、たまねぎ、スイートコーン等を組み合わせた営農が展開されてい

る。

地区内の農地は、これまでも排水改良を中心とした総合的な整備が行われてきた

が、土壌状況により未だ排水性の悪いほ場が存在しており、湿害等による収量の減

少、播種や防除・収穫の適期作業に支障をきたしている。また、用水路や畑地かん

がい施設の老朽化が進行し、維持管理に多大な労力を費やしている。

このため、本事業により区画整理、暗渠排水等を総合的に実施することで農業の

生産性の向上を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

324ha 39戸 1,187百万円 平成30～36年度

主要工事 区画整理 151ha、暗渠排水 10ha、用水路 ３km、

畑地かんがい 215ha

関連事業 国営かんがい排水事業 ふらの地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,320百万円 2,499百万円 1.32 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：東山地区土地改良事業計画概要書（北海道上川総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

水利施設等保全高度化事業　東山地区　
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地区別事業概要

こしみずきただいに

事 業 名 水利施設等保全高度化事業 地区名 小清水北第２

しゃりぐんこしみずちょう

関係市町村 北海道斜里郡小清水町 事業主体 北海道

事業目的 本地区は、北海道斜里郡小清水町の北部に広がる農業地帯であり、小麦、てんさ

い、ばれいしょの畑作３品を中心に、にんじんを組み合わせた営農が展開されてい

る。

地区内の農地は、これまでも排水改良を中心とした総合的な整備が行われてきた

が、排水路の能力不足や土壌状況により未だ排水性の悪いほ場が存在しており、湿

害等による収量の減少や、播種や防除・収穫の適期作業に支障をきたしている。ま

た、農道幅員が狭小であり、大型機械導入の妨げになっていることから、早期の改

善が求められている。

このため、本事業により区画整理、暗渠排水等を総合的に実施することで農業の

生産性の向上を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

770ha 84戸 1,942百万円 平成30～37年度

主要工事 区画整理 263ha、暗渠排水 338ha、客土 54ha、

排水路 ２km、農道 ２km、

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,592百万円 1,931百万円 1.86 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：小清水北第２地区土地改良事業計画概要書（北海道オホーツク総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

水利施設等保全高度化事業　小清水北第２地区　
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地区別事業概要

くんねっぷほくとう

事 業 名 水利施設等保全高度化事業 地区名 訓子府北東

ところぐんくんねっぷちょう

関係市町村 北海道常呂郡訓子府町 事業主体 北海道

事業目的 本地区は、北海道常呂郡訓子府町の北東部に広がる農業地帯であり、小麦、てん

さい、ばれいしょの畑作３品を中心に、たまねぎを組み合わせた営農を展開してい

る。

地区内の農地は、これまでも排水改良を中心とした総合的な整備が行われてきた

が、排水路の能力不足や土壌状況により排水性の悪いほ場が存在しており、湿害等

による収量の減少、播種や防除・収穫の適期作業に支障をきたしている。

このため、本事業により区画整理、暗渠排水等を総合的に実施することで農業の

生産性の向上を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

686ha 70戸 1,837百万円 平成30～37年度

主要工事 区画整理 455ha、暗渠排水 167ha、客土 42ha、

排水路 １km、

関連事業 国営かんがい排水事業 訓子府地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,499百万円 1,738百万円 3.16 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：訓子府北東地区土地改良事業計画概要書（北海道オホーツク総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

水利施設等保全高度化事業　訓子府北東地区　
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